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主な内容主な内容
●市職員の給与・財務書類公表…２～５　●市政の窓（児
童虐待防止講演会ほか）…６～７　●行政情報便（市から
のお知らせ）…８～10　●地域の話題・ニュース東西南北
…11　●情報・いどばたプラザ・図書館だより…12～14
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11
月
27
日
、
山
内
地
域
の
総
合

芸
能
一
座
『
山
内
唄
お
う
踊
ろ
う

会
』
の
設
立
30
周
年
を
記
念
し
た

発
表
会
が
、
山
内
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
昭
和
55
年

に
設
立
。
当
時
の
公
民
館
主
催
講

座
の
修
了
生
で
組
織
さ
れ
、
現
在

の
会
員
数
は
18
人
で
す
。

　
発
表
会
で
は
、
山
内
地
域
で
活

動
し
て
い
る
６
団
体
の
友
情
出
演

を
交
え
、
会
員
が
日
ご
ろ
練
習
を

重
ね
た
唄
や
踊
り
な
ど
を
披
露
。

会
長
を
務
め
る
土
場
勇
太
郎
さ
ん

の
「
生
き
が
い
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
私
た
ち
は
決
し
て
上

手
で
は
な
い
が
、
下
手
は
下
手
な

り
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
の
言
葉
ど
お
り
、

79
歳
と
い
う
平
均
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
生
き
生
き
と
し
た
演
技
で

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
観
客
は
約
４
０
０
人
。

山
内
地
域
の
10
人
に
１
人
が
会
場

に
駆
け
つ
け
、
会
員
た
ち
の
熱
演

に
声
援
を
お
く
り
ま
し
た
。

唄って踊って30年、元気な笑顔に喝采！
『山内唄おう踊ろう会』が、笑いと感動の発表会

会員とスタッフ一同が、マイケル・ジャクソンの『スリラー』をダンスで熱演(上)
長年、同会を指導する高橋弘子さんが、妙技『ばばあ舞』を披露すると会場は爆笑の渦に（左）

かっさいうた
あかりフェスタ（よこてイーストにぎわい広場）



平成22年4月1日現在

区 分

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

職員数

24人

70人

275人

145人

104人

105人

9人

構成比

3.3％

9.6％

37.6％

19.8％

14.2％

14.3％

1.2％

標準的な職務内容

主事、技師

主任

副主査

主査

副主幹

次長、課長、主幹等

部長、事務所長、局長

一般行政職の級別職員数の状況

お知らせします　市職員の給与の状況お知らせします　市職員の給与の状況

※市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職員の給料は、職務と責任の度合いに応じ、級ごとに区分さ
れていますが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲載
します。

人件費と一般職給与の状況職員手当の状況

●人件費率(B/A)
＝19.1％

■人件費の状況 （平成21年度普通会計決算） ※平成21年度地方財
　政状況調査の数値

※人件費には、一般職と特別職の職員の給与、議員報酬のほか共済組 
  合負担金、退職手当、公務災害補償費等を含みます。
※普通会計とは、特別養護老人ホーム等の事業会計や、病院、水道の
　企業会計を除いたものです。

※下記手当の金額は、国と同じです。■扶養手当、住居手当、通勤手当（平成22年4月1日現在）
金　　額

13,000　円
11,000　円
6,500　円
6,500　円
5,000　円
27,000　円
13,500　円
55,000　円

2,000～24,500　円

内　　　　　　容
配偶者
　　　　配偶者がいない職員の扶養親族
　　　　配偶者がいる職員の扶養親族
　　その他１人につき
　　16歳から22歳までの子１人につき加算
借家・借間（上限額）
単身赴任職員の配偶者の借家・借間（上限額）
交通機関利用の場合（上限額）
自動車等の場合（通勤距離に応じて）

配
偶
者
以
外

１
人
目

住居手当
（月額）

通勤手当
（月額）

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
　派遣職員などを含み、臨時職員及び非常勤職員は除きます。（公営企業管理
　者は含まず、教育長、消防長は含みます）
※「その他」部門には、国保、介護保険、温泉等の各事業が含まれます。

　全体としては退職者が多かったため職員数が減少しています。公
営企業部門のその他の増減理由は、社会福祉法人へ派遣した介護職
員が帰任したもので、帰任後は公営企業部門以外に配置したことに
よるものです。

部門別職員数の状況

※支給割合は、県と同じです。
※職務上の段階、職務の級等に応じ、加算措置（5～15％）があります。

■期末・勤勉手当の支給割合（平成22年12月1日現在）
支給月
６月
12月
計

期末手当
1.20月分
1.35月分
2.55月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.350月分

■一般職給与の状況 （平成20年度、21年度普通会計決算）

※給与費には、給料及び扶養、通勤、住居等の諸手当を含み、退職手当・共済組
  合負担金等は含みません。
※職員数は、各年度の4月1日現在の普通会計に関わる職員数です。

区　分

給与費

職員数

平成20年度

68億1,276万円

1,144人

平成21年度

68億7,890万円

1,149人

比　　較

 6,614万円

5人

平成22年度
7

233
47
231
114
1
72
40
106
851
158
165
323
362
34
22
117
535

1,709

平成21年度
8

217
61
190
114
1
91
45
97
824
161
165
326
342
36
30
186
594

1,744

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農水
商工
土木
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他
小計

△  1
   16

   △ 14
   41

0
0

△ 19
△  5

9
  27
△  3

0
△  3

20
△  2
 △  8
△ 69
△ 59
△ 35

職員数
対前年増減数部　　門

一般行政部門

特別行政部門

公営企業部門

合　　　計

■退職手当の支給割合（平成22年度）
区　分
自己都合
勧奨・定年

20年
23.500月分
30.550月分

25年
33.500月分
41.340月分

35年
47.500月分
59.280月分

最高限度
59.280月分
59.280月分

※定年前早期退職特例措置があります（2～20％）。※支給割合は、国と同じです。

341,315 千円
447,920 円　

※上表は普通会計分を掲載しています。
※時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

■時間外勤務手当（平成21年度実績）
支給総額

１人当たり平均支給年額 各年度4月1日現在（単位：人）

市職員の
給与の状況

お知らせしますお知らせします

平成22年4月1日現在

平成22年4月1日現在

職員の給料の状況

■初任給

職員の給与は、職種、学歴、経験年数などにより決定されま
すが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲載します。

     区　　分

大学卒

高校卒

初任給

172,200円

140,100円

採用２年経過後の給料額

184,200円

148,500円
一般行政職

平成22年4月1日現在■平均給料月額と平均年齢

区　　分

一般行政職

平均年齢

42.5歳

平均給料月額

323,477円

■経験年数別、学歴別平均給料月額

区　　分

大学卒

高校卒

7年以上10年未満

234,500円

192,900円

10年以上15年未満

273,200円

228,600円

15年以上20年未満

320,400円

274,400円
一般行政職

扶養手当
（月額）

特別職の報酬等の状況

平成22年12月1日現在

市長
副市長
識見監査委員
議長
副議長
議員

区   　　分 給料（報酬）月額
820,000 円
658,000 円
494,000 円
456,000 円
411,000 円
384,000 円

期末手当

給
料

報
酬

６月期　1.40月分
12月期　1.50月分
　計　　2.90月分

45,992 千円
306,614 円　

13.1 ％  
※上表は普通会計分を掲載しています。

■管理職手当（平成21年度実績）
支給総額

１人当たり平均支給年額
職員全体に占める支給職員の割合

■特殊勤務手当（平成21年度実績）

手当の数（12種類）

18,898 千円
101,603 円　

16.2 ％  
防疫等作業、高所作業、用地
交渉等、夜間特殊業務、夜間
看護業務、介護等業務、行旅
死病人取扱、清掃業務等、災
害・緊急出動、救急救命処置
業務、潜水作業、火葬業務

※上表は普通会計分を掲載しています。

支給総額
１人当たり平均支給年額

職員全体に占める支給職員の割合
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　市では、市職員の給与の実態を市民の皆さん

にご理解いただくために、年１回その状況を公

表することにしています。ここでは、そのあら

ましについてお知らせします。

　市職員の給与は、基本となる給料と、扶養手

当や通勤手当等の諸手当から構成されており、

その内容は、民間の給与水準を基にした人事院

勧告や国、県の動向を踏まえ、市議会での審議

を経て、条例で定められています。

　なお、職員の給与等の内容については、市の

ホームページにも掲載しております。

歳出額（Ａ）
531億3,257万円

人件費（Ｂ）人件費（Ｂ）人件費（Ｂ）
101億5,855万円101億5,855万円101億5,855万円

■問合せ　市総務企画部人事課給与厚生担当（　35-2163）
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市
で
は
、
財
産
と
将
来
負
担
を

適
切
に
把
握
し
、
よ
り
わ
か
り
や

す
く
財
政
状
況
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
、
企
業
会
計
的
な
手
法
を
取

り
入
れ
て
、
市
が
現
在
ま
で
に
取

得
し
た
資
産
や
負
債
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
要
し
た
経
費
な
ど
を
財
務

書
類
に
ま
と
め
、
年
に
一
度
、
市

の
財
政
の
実
態
と
し
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
財
務
書
類
は
、
市
の
財
務
状
況

を
資
産
や
負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク

情
報
、
減
価
償
却
費
を
含
む
コ
ス

ト
情
報
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
情

報
な
ど
に
よ
り
表
し
た
も
の
で
、

『
貸
借
対
照
表
』、『
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
』、『
純
資
産
変
動
計
算
書
』お

よ
び『
資
金
収
支
計
算
書
』の
４
表

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
21
年
度
の
決
算

に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
は
じ
め

公
営
企
業
会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー

な
ど
を
含
む
連
結
ベ
ー
ス
の
財
務

書
類
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

横
手
市
の
財
務
書
類
を

　
　
　
　
公
表
し
ま
す

横
手
市
の
財
務
書
類
を

　
　
　
　
公
表
し
ま
す

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
財
務
書
類
の
詳
細
を
公
表
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
　
市
財
務
部
財
政
課
　  

３
５
‐
２
１
６
７

＋＋ ＋＋ ＋＋

横手市

普通会計
＋

特別会計
公営企業会計

一部事務組合・広域連合

秋田県市町村総合事務組合
秋田県市町村会館管理組合
秋田県後期高齢者医療広域連合

横手市
土地開発公社

第三セクター
　　　　(※)

※連結した第三セクター：
(財)横手市みどり公社、(株)増田町物産流通センター、(株)天下森振興公社、(株)山内観
光振興公社、(株)ウッディさんない、(株)大雄振興公社、(財)横手市大雄堆肥供給公社

連結財務諸表の範囲連結財務諸表の範囲

１．連結貸借対照表１．連結貸借対照表

２．連結行政コスト計算書２．連結行政コスト計算書

　連結貸借対照表とは、決算日（平成22年３月31日現在）に市全体が所有する現金や債権、資産形成のために投資
された資金などが、どのくらいあるかを示したもので、一般的に『バランスシート』とよばれています。
　貸借対照表は、資産・負債・純資産の３つの要素から構成されています。

【資産の部】
　　１．公共資産　　　　　　　 2,613億9,145万円
　　　　有形固定資産　　　　　2,583億  710万円
　　　　無形固定資産　　　　　　 20億8,144万円
　　　　売却可能資産　　　　　　 10億  291万円
　　２．投資等　　　　　　　　　　78億8,056万円
　　　　投資・出資・貸付金　　　　 13億7,634万円
　　　　基金等　　　　　　　　　 49億6,699万円
　　　　長期延滞債権など　　　　 15億3,723万円
　　３．流動資産　　　　　　　　 155億5,013万円
　　　　資金　　　　　　　　　　130億8,429万円
　　　　未収金など　　　　　　　 24億6,584万円
　　資産合計　　　　　　　2,848億2,214万円

【負債の部】

　　１．固定負債　　　　　　　 1,088億3,816万円

　　２．流動負債　　　　　　　　 107億3,993万円

　　負債合計　　　　　　  1,195億7,809万円

【純資産の部】

　　純資産合計　　　　　  1,652億4,405万円

負債・純資産合計　　　 2,848億2,214万円

貸　　方借　　方

貸借対照表からわかること
　社会資本整備の結果を示す有形固定資産のうち、純
資産による整備割合を見ることによって、これまでの
世代が既に負担してきた割合を知ることができます。
また、負債による整備割合を見ることにより、将来世
代による負担の割合がわかります。
　○これまでの世代の負担比率　64.0％
　○将来の世代の負担比率　　　46.3％
※資産のうち有形固定資産に対するそれぞれの割合のため、両比率
　の合計は100％になりません。

横手市民１人あたりの
貸借対照表（バランスシート）
横手市民１人あたりの

貸借対照表（バランスシート）

資　産
281万円
資　産
281万円

負　債
118万円
負　債
118万円
純資産
163万円
純資産
163万円

人口101,340人での試算
（平成22年３月末日現在・住民基本台帳）

　連結行政コスト計算書は、市が提供する経常的な
行政サービスに要した費用と受益者負担である使用
料などの収入を表したものです。

 経常行政コスト（Ａ）　    861億6,088万円
　市民１人当たり　　　　　　　　　　   85万円

　　○ 人にかかるコスト      　182億2,593万円
　　　　職員の給与・退職手当など

　　○ 物にかかるコスト　　　　219億7,694万円
　　　　施設の維持管理費や減価償却費など

　　○ 移転支出的なコスト　　　430億2,193万円
　　　　児童手当や生活保護費などの社会保障給付費や
　　　　各種団体への補助金など

　　○ その他のコスト　　　　　 29億3,608万円
　　　　地方債の利子など

経常収益（Ｂ）　　　　　　 289億  653万円
○ 経常的な収益                289億  653万円
　　行政サービスの利用で、市民の皆さんが直接負担す
　　る施設使用料や証明手数料など

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ） 572億5,435万円
　市民１人当たり　　　　　　　　　　56万5千円

性
質
別
内
訳

期首純資産残高（※１）　　　1,638億1,402万円
　  ○ 純経常行政コスト      △572億5,435万円

　  ○ 財源の調達　　　　　　　574億5,175万円
　      税収、地方交付税、国や県からの補助金など

　  ○ その他　　　　　  　　 　12億3,262万円
　　    災害復旧費や公共資産売却益など

　当期変動合計　　　　　　　　　14億3,002万円

期末純資産残高（※２）　　　1,652億4,404万円

当
期
の
変
動
内
訳

４．連結資金収支計算書４．連結資金収支計算書

　連結純資産変動計算書は、市全体の純資産が１年間
にどのように変化したかを示すものです。

　連結資金収支計算書は、１年間の市全体の現金収支
が、どのような理由で増減しているかを、性質別に区
分して整理したものです。

※１ 期首：平成21年度当初現在高　　※２ 期末：平成21年度末現在高

３．連結純資産変動計算書３．連結純資産変動計算書

横手市の財務書類を公表します

生活基盤　
 道路、河川、住宅、下水
 道など
1,207億6,282万円
119万2千円
（46.8％）

教育
 学校、公民館など
414億6,251万円
40万9千円
（16.1％）

福祉
 老人福祉施設など
98億3,995万円
9万7千円
（3.8％）

環境衛生
 ゴミ処理施設など
391億6,263万円
38万7千円
（15.1％）

産業振興
 農道など
281億1,133万円
27万7千円
（10.9％）

総務
 庁舎、通信施設など
163億4,570万円
16万1千円
（6.3％）

その他
 消防、収益事業など
26億2,216万円
2万6千円
（1.0％）

上段：市の総額
中段：市民１人あた
　　 りの金額
下段:構成比

有形固定資産の目的別内訳有形固定資産の目的別内訳
連結貸借対照表のうち

有形固定資産総額
2,583億 710万円
市民１人当たり
254万9千円

有形固定資産総額
2,583億 710万円
市民１人当たり
254万9千円

連結経常行政コストの目的別内訳

総 額
861億6,088万円
市民１人当たり

85万円

生活基盤　　 
75億3,885万円
7万5千円
（8.7％）

教育　　　　  
45億8,120万円
4万5千円
（5.3％）

福祉　　　　  
429億7,284万円
42万4千円
（49.9％）

福祉　　　　  
429億7,284万円
42万4千円
（49.9％）

環境衛生　　  
123億9,094万円
12万2千円
（14.4％）

環境衛生　　  
123億9,094万円
12万2千円
（14.4％）

産業振興 　　  
64億7,250万円   

6万4千円
（7.5％）

総務　　  　　  
80億 45万円   
7万9千円
（9.3％）

その他　  　　  
42億 410万円   

4万1千円
（4.9％）

上段：市の総額
中段：市民１人あたりの金額
下段:構成比

期首資金残高（※１）　　　  　109億3,100万円
　  ○ 経常的収支　　　      　142億8,255万円
　  ○ 公共資産整備収支　　　 △41億8,305万円
　  ○ 投資・財務的収支  　　 △82億7,594万円
    ○ 経費負担割合変更に伴う差額  3億2,973万円
　当期収支　　　　　　　　　    21億5,329万円  
期末資金残高（※２）　　　　  130億8,429万円

収
支
内
訳
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子育てのあり方について分かりやすく説明する佐藤氏

中川原バレエスタジオのみなさんのしなやかな演技

横手平鹿合唱連盟加盟団体が横手市民歌など３曲を合同演奏 躍動感あふれる大雄太鼓愛好会の創作太鼓

“響関者”としての関わり
について熱弁する北島氏

市政の窓（行政報告） 市政の窓（行政報告）

華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
が
会
場
を
魅
了

第
５
回 

横
手
市
民
ス
テ
ー
ジ
祭

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感

平
成
22
年
度 

横
手
市
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

　
11
月
の
『
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
』
に
合
わ
せ
、
市
は
子
ど
も

の
権
利
に
つ
い
て
の
啓
発
や
児
童

虐
待
防
止
を
呼
び
か
け
る
講
演
会

を
市
内
２
カ
所
で
開
き
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
、
11
月
６
日
に
平
鹿

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
『
あ
そ
び
環
境
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム 

ア
フ
タ
フ
・
バ
ー
バ
ン
』

の
理
事
長
・
北
島
尚
志
氏
を
講
師

に
迎
え
『
子
ど
も
の
時
間
を
生
き

る
と
い
う
こ
と
』
と
題
し
た
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
島
氏
は

「
子
ど
も
に
は
、
子
ど
も
の
時
間

（
生
き
方
）
が
あ
る
。
そ
の
時
間

に
自
分
も
興
味
を
持
ち
、
響
き
合

い
な
が
ら
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き

る
〝
響
関
者
〟
が
必
要
」
と
提
言
。

約
１
０
０
人
の
参
加
者
と
意
見
を

交
わ
し
な
が
ら
、
子
ど
も
と
の
か

か
わ
り
方
を
説
き
ま
し
た
。

　
第
２
回
の
11
月
25
日
に
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
子
ど
も
向
け
番
組
『
お
か

あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
』
の
元
体
操

の
お
に
い
さ
ん
・
佐
藤
弘
道
氏
が

横
手
市
民
会
館
で
講
演
し
、
約
３

０
０
人
の
市
民
が
参
加
。
「
子
ど

も
は
ぜ
ん
ぜ
ん
悪
く
な
い
。
家
庭

で
の
し
つ
け
、
学
校
で
の
集
団
教

育
、
地
域
で
の
見
守
る
目
、
私
た

ち
大
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
き

ち
ん
と
果
た
す
こ
と
が
大
切
」
と

語
り
、
大
人
と
し
て
の
責
任
と
意

識
の
持
ち
方
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
平
成
20
年
10
月
に
『
横

手
市
子
ど
も
の
権
利
宣
言
』
を
制

定
し
、
子
ど
も
が
安
全
に
、
の
び

の
び
と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
の
一
つ
と
し

て
〝
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
虐

待
〟
を
掲
げ
、
裏
面

に
相
談
先
を
記
載
し

た
『
児
童
虐
待
防
止

通
告
カ
ー
ド
』
（
下

記
参
照
）
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
カ
ー

ド
は
、
今
年
度
末
ま

で
に
、
中
学
生
以
下

の
児
童
が
い
る
す
べ

て
の
家
庭
に
配
布
す

る
ほ
か
、
各
地
域
局

の
福
祉
担
当
窓
口
に

備
え
付
け
ま
す
。

あなたの電話で救われる命があります！

児童虐待防止通告カード（おもて）

【育児や児童虐待などの相談先】

・県 南児童相談所 　32-0500

・市家庭児童相談室 　35-2133
　 （市子育て支援課内）
　※相談者や通告者のプライバシーは厳守します
　　　のでご安心ください。

　
12
月
４
・
５
日
の
２
日
間
、
市

内
の
芸
術
文
化
団
体
が
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
表
す
る
催
し
が
、
秋
田

ふ
る
さ
と
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
５
回
の
節
目
と
な
っ
た
今
回

は
37
団
体
が
参
加
。
堂
々
と
し
た

演
技
や
演
奏
な
ど
で
、
会
場
に
詰

め
か
け
た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
創
作
太
鼓
を
披
露
し
た
大
雄
太

鼓
愛
好
会
は
「
結
成
当
時
（
平
成

４
年
）
に
中
学
生
や
高
校
生
だ
っ

た
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
地
元
を
離

れ
た
人
も
い
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー

の
分
ま
で
、
ま
た
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
に
届
く
よ
う
に
演
奏
し
た
い
」

と
話
し
、
力
強
い
ば
ち
さ
ば
き
で

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

き
ょ
う
か
ん
し
ゃ

職
場
や
家
庭
で
充
実
し
た
生
活
を

横
手
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
年
目
の
挑
戦
、自
ら
販
路
開
拓
も

秋
大
生
に
よ
る『
い
ぶ
り
が
っ
こ
製
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

公
用
車
で 

虐
待
防
止 

を
呼
び
か
け

〝
　
　
　
　
〟

地元農家の手ほどきで大根を縄で結んでいく学生たち

４日間いぶした大根を樽に漬け込みました
オレンジリボンのステッカーを貼りつけた
市の公用車（さんない保育園送迎バス）

　
児
童
虐
待
の
防
止
を
め
ざ
す
活

動
を
広
め
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
普
及
し
よ

う
と
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
横

手
（
佐
野
美
津
子
会
長
）
が
昨
年

度
設
立
し
た
『
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

基
金
』
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
今
年
も
市
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
の
ス
テ
ッ
カ
ー
30
枚
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
市
で
は
、
昨
年
贈
ら
れ

た
も
の
と
合
わ
せ
て
、
60
台
の
公

用
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
児

童
虐
待
の
防
止
を
広
く
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

記念講演をする(有）ビー・スケップ代表取締役西村隆作氏

　
11
月
20
日
、
市
の
男
女
共
同
参

画
都
市
宣
言
２
周
年
を
記
念
し
て

『
横
手
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
が
市
役
所
南
庁
舎
で
開
催

さ
れ
、
約
１
２
０
人
の
市
民
が
参

加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
今
年
度

男
女
イ
キ
イ
キ
職
場
宣
言
を
し
た

株
式
会
社
大
和
組
、
横
手
運
送
株

式
会
社
、
有
限
会
社
ミ
ツ
イ
設
計
、

羽
後
交
通
株
式
会
社
の
４
事
業
所

が
、
会
社
の
福
利
厚
生
制
度
の
充

実
や
男
女
の
職
務
配
置
の
適
正
化

な
ど
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
仙
北
市
で
は
ち
み
つ

小
売
業
を
営
む
有
限
会
社
ビ
ー
・

ス
ケ
ッ
プ
代
表
取
締
役
の
西
村
隆

作
氏
が
『
み
つ
ば
ち
屋
蜂
五
郎
の

夢
と
挑
戦
』
と
題
し
講
演
。
「
社

員
同
士
が
協
力
し
て
仕
事
を
す
れ

ば
、
有
給
休
暇
の
取
得
は
十
分
に

で
き
る
。
社
員
が
活
き
活
き
と
仕

事
を
す
る
こ
と
で
会
社
自
体
が
元

気
に
な
り
、
そ
れ
で
地
域
が
活
性

化
し
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
」

と
自
ら
の
経
営
方
針
と
地
域
の
つ

な
が
り
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
『
Ｆ
・

Ｆ
ネ
ッ
ト
あ
き
た
南
』
の
朗
読
劇

で
は
、
父
親
、
母
親
、
子
ど
も
役

の
３
人
が
日
常
生
活
で
の
家
族
の

温
か
い
つ
な
が
り
を
秋
田
弁
で
表

現
。
会
場
か
ら
共
感
を
呼
ん
で
い

ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
市
が
現
在
策
定
中
の
第
２
次

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
の
策
定

委
員
な
ど
４
人
が
意
見
交
換
。
家

庭
や
雇
用
、
福
祉
、
教
育
の
基
本

施
策
を
紹
介
し
、
計
画
策
定
後
の

実
践
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
家
庭
と
仕
事
の
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と

が
、
充
実
し
た
生
活
へ
の
第
一
歩

に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
秋
田
大
学
と
市
と
の
地
域
連
携

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

『
秋
田
大
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
い
ぶ

り
が
っ
こ
製
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

が
、
今
年
も
い
ぶ
り
が
っ
こ
の
本

場
・
山
内
三
又
地
区
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
秋
田

大
学
の
学
生
が
地
域
住
民
と
交
流

し
な
が
ら
、
い
ぶ
り
が
っ
こ
作
り

を
行
う
も
の
で
、
今
回
が
２
年
目

の
取
り
組
み
。
学
生
た
ち
は
、
栽

培
を
委
託
し
て
い
る
山
内
三
又
営

農
生
産
組
合
の
高
橋
登
さ
ん
の
畑

で
、
大
根
の
種
ま
き
や
収
穫
も
体

験
し
、
11
月
25
日
に
は
大
根
を
縄

で
結
ん
で
い
ぶ
し
小
屋
に
つ
る
す

作
業
を
、
ま
た
30
日
に
は
い
ぶ
し

終
え
た
大
根
を
樽
に
漬
け
込
む
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
５
０
０
本
の
大
根
か
ら

約
１
千
パ
ッ
ク
の
い
ぶ
り
が
っ
こ

が
で
き
、
『
い
ぶ
り
ば
で
ぃ
』
と

名
付
け
て
５
０
０
パ
ッ
ク
を
大
学

内
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
即
完
売
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
６
倍
の
約
３

千
本
の
製
造
に
挑
戦
。
学
生
た
ち

は
、
事
前
に
大
学
と
連
携
協
定
を

結
ぶ
北
都
銀
行
が
開
い
た
商
談
会

に
も
参
加
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
勉
強
す
る
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
や
販
路
拡
大
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
２
月
に
樽
開
け
を
し
て

パ
ッ
ク
詰
め
し
、
県
内
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。
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11月15日から除雪出動態勢に入りました！
除雪作業にご理解・ご協力をお願いします。
11月15日から除雪出動態勢に入りました！
除雪作業にご理解・ご協力をお願いします。
11月15日から除雪出動態勢に入りました！
除雪作業にご理解・ご協力をお願いします。

■早朝除雪と出動基準
　○市内全域における早朝除雪の一斉出動は、平鹿地域局の出動判断
　　を基準に各地域局が同時に行います。これにより、地域局間の均
　　一な路面確保など、より効率的な除雪を図ります。
　○早朝除雪は午前１時から午前２時までの間に降雪状況を判断し、下記基準のいずれかに該当する場合に
　　出動します。また、除雪作業時間は原則午前２時30分から午前７時30分までとし、通勤・通学時間帯の
　　前に終了するよう努めます。
　○吹き溜まりの発生時、圧雪・わだち除去など除雪が必要な場合は、各地域の判断により、一部出動する  
　　場合があります。
【出動基準】
　＊前日午後５時からの降雪量が10㎝以上の場合
　＊明け方までには降雪量が10㎝以上になると予想される場合

■除雪対策本部開設～交通安全祈願～
　11月15日、平成22年度市除雪対策本部が開設され、各地域で開所式
と交通安全祈願が行われました。
　今年度は『安全な冬期交通の確保』『安全で効率的な作業の実施』
を重点項目に揚げ、きめ細かな作業を行い、安全で安心な雪道の確保
に努めます。

今年も降雪期を迎えました。市では、万全の体制で冬期間の道路確保に努めます。
除雪作業をスムーズに行うため、市民のみなさんにもご協力をお願いします。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

①深夜、早朝の除雪作業にご理解ください。
　除雪作業は、交通量の少ない深夜か
ら早朝にかけて行われるため、除雪車
のエンジン音や振動でご迷惑をおかけ
しますが、快適で安全な通勤・通学路
の確保のため、ご理解をお願いします。

②路上駐車や自転車の放置はやめましょう。
　冬期間の路上駐車は、除雪作業の障
害になります。作業が遅れたり、除雪
ができなくなり、交通渋滞の原因にな
ることもあります。

③玄関前の雪処理は各家庭でお願いします。
　除雪車が通ったあとは、玄関前に押
し寄せた雪が残りますが、玄関前の雪
処理は各家庭でお願いします。

《安全な除雪作業にご協力ください》
　除雪作業には、みなさんの協力が必要です！

《市民のみなさんへお願いします》
　除雪車の誘導はやめましょう。
　除雪車を止めて雪押し方向を指示する行為
は大変危険です。作業中の除雪車に近づいた
り、作業員へ直接指示をすることはしないで
ください。

《流雪溝を利用するみなさんへ》
　流雪溝への雪投げ作業には十分　
注意しましょう！
　流雪溝のふたが開けっ放しになっていたた
め、流雪溝へ転落する事故が起きています。
また、雪を大きなかたまりのまま無理に投雪
すると、流雪溝が途中で詰まり、浸水による
被害が生じることもあります。これらの事故
を避けるため、流雪溝を利用する場合は、投
雪口にルールで定められた『鉄格子』を必ず
取り付けてください。

【確認しましょう】
・水が流れていないときは雪を入れない
・大きい雪は小さく刻んで入れる
・屋根から直接落とし入れない
・放流時は子どもを近づけない
・放流時間を確認し作業時間を守る

④道路への雪出しはやめましょう。
　道路への雪出しは、道幅を狭くさせ
るほか一般交通の支障となり、交通渋
滞や事故の原因になることもあります。

■問合せ　市建設部建設監理課　42-5112または、各地域局産業建設課建設担当

◆市が行っている滞納解消への取り組み
　①納税相談
　　納税に関する相談を受け付けています。納期
　　限までに納めることが困難な場合は、各地域
　　局窓口か納税課に連絡または、直接お越しく
　　ださい。
　②納税督促、催告
　　納期限が過ぎても納付が確認できない方には、
　　文書送付や電話、訪問催告を行います。この
　　場合、本税以外に督促手数料や延滞金が課せ
　　られます。
　③財産調査（法律に基づく調査です）
　　財産の状況を把握するため金融機関や官公署、
　　保険会社、勤務先、取引先などを調査します。
　④差し押さえ
　　財産調査等で把握した財産（預貯金、売掛金、
　　給与等の債権や不動産、車両など）を差し押
　　さえます。
　⑤換価処分
　　差し押さえした財産は、公売、取り立てなど
　　により換価換金し、滞納している税金に充て
　　ます。

　みなさんの納める市税は、市民サービスを提供するうえで欠かせ
ない財源です。このため市では、自主財源の基礎となる市税の確保
や納税の公平性を確保するために滞納処分を行っています。また、
納税相談も随時行っていますので、滞納する前にご相談ください。

＜納税は期限内納付で！＞
税金の滞納には厳しく対処します！

＜納税は期限内納付で！＞
税金の滞納には厳しく対処します！

＜納税は期限内納付で！＞
税金の滞納には厳しく対処します！

～あなたの税が  活きています～
市税が支える 横手のまちづくり
～あなたの税が  活きています～

市税が支える 横手のまちづくり
～あなたの税が  活きています～

市税が支える 横手のまちづくり

　
平成22年度(12月３日現在)
　1件／普通乗用車
 92件／13,260,021円
　1件／　　79,517円
　1件／　 878,797円
　6件／　 255,200円
272件／ 9,487,490円
　1件／　　44,000円

◆差し押さえの実施状況

※国税還付金は平成22年１月１日から

◆問合せ　
　・市財務部納税課（横手庁舎内）  32-2518
　・各地域局地域振興課

車両
　　預貯金
　　売掛金
　　生命保険
　　給与・賞与
　　国税還付金(※)

　　県税還付金

債
　
権

 感謝 をこめて、いよいよラストスパート 感謝 をこめて、いよいよラストスパート〝　　〟〝　　〟

よこてにぎわい
イベントＦＭ情報局
よこてにぎわい
イベントＦＭ情報局
よこてにぎわいよこてにぎわい
イベントＦＭ情報局

こちら、周波数こちら、周波数 ３カ月間、横手の新たな可能性と
市民の皆さんの元気を伝えてきた
『よこてにぎわいイベントＦＭ』。
番組制作部長の柴田優子さんに

お話をうかがいました。

　　　　　ゆこリン♪ こと 柴田優子さん
　　　　　　　　（制作部長、パーソナリティ）
　　　　　　　　横手に期間限定のラジオ局が誕生し
　　　　　　　　て３カ月。最近、「聞きやすくなっ
　　　　　　　　た」「取材に来てほしい」「毎日聴
　　　　　　　　いている」など、たくさんの感想を
　　　　　　　いただいています。こうした〝感想〟
　　　　　　はとても励みになっています。
〝街のラジオ局〟として地域の皆さんに応援していた
だいているので、このイベントＦＭが12月末までの期
間限定放送ということが残念でなりません。地域の皆
さんの温かい応援に感謝の気持ちでいっぱいです。あ
りがとうございます。放送期間も残りわずかですが、
これからも応援をよろしくお願いします。
４月からはコミュニティＦＭ放送が始まる予定ですの
で、どうぞお楽しみに！

よこての賑わい創出プロジェクトＹＹ22実行委員会
スタジオ直通   38-8855 　38-8856　 info@fmyy22.yokotecci.or.jp

ホームページ（スタッフブログも発信中）
http://fmyy22.yokotecci.or.jp

ホットな情報を
お寄せください

■時間延長してオンエア中の特別番組
○♯nachiaco（ハッシュタグナチアコ）…
ユーストリームやツイッターで全国の
横手大好きな皆さんと交流しながら進
めていく番組。横手の楽しさを再発見
します。（毎週月曜・19：00～19：30）
○たった４回のワイワイ釣り情報…釣
り好きの方もやったことのない方も楽
しめる釣果情報や、釣りにまつわる楽
しい話題をお届けします。（毎週月曜・
19：30～19：58）



Topics

シートベルトの大切さを再認識

市報よこて 10No.125  2010(       22　).12.15市報よこて11 2010(       22　).12.15  No.125 平成　 年平成　 年

歴史ある地域の伝統芸能を披露
■第８回民俗芸能フェスティバル（増田）
　横手市増田民俗芸能フェスティバルが12月５日、増田
ふれあいプラザで開催されました。市内外の民俗芸能を
集め、伝統芸能に対する理解を高めようと、増田地域セ
ンター運営協議会が主催。増田地域に伝わる八木番楽や
福嶋サイサイ囃子、増田盆おどりをはじめ、仁井田番楽
（十文字）、土崎港ばやし（秋田市）、東長野ささら（大仙市）
や昨年ユネスコ無形文化遺産に登録された早池峰・大償
神楽（岩手県花巻市）の７団体が、伝統芸能の演技を披露
すると、会場からは大きな拍手がおくられました。

〝夢は口にした瞬間から実現に向かう〟

　11月18日、大雄地区小・中学校連携部と大雄地域局の
共催で、シンガーソングライター・大野靖之さんの〝学
校ライブ〟が大雄中学校で開かれました。
　大野さんは、2005年のメジャーデビュー前から全国の
学校で音楽活動を続け、７年目の今年、通算500校を達
成。県内初ライブのこの日は、同地域の小中学生と地域
住民など350人を前に８曲を歌い上げ、歌と会場との対
話を通し、家族や友人など身近な存在の大切さや、未来
を考え、夢を語ることの尊さなどを語りかけました。

■大野靖之学校ライブ（大雄）

　12月３日、交通事故防止を目的に、横手市交通安全
母の会連絡協議会が市役所南庁舎で研修会を行いまし
た。研修会では、今年発生した交通事故の状況説明や
ＪＡＦの〝シートベルト効果体験車〟に試乗して時速
５㌔の衝突を体験。参加者は想像以上の衝撃の大きさ
に、シートベルトの大切さを再認識していました。

　山内地域の農家から
特産の“いぶりがっこ”
の作り方を学ぶ『いぶ
り学校』が開校し、12
人が参加しました。
　いぶり学校は、11月
12日から授業を開始。
３人のいぶりがっこ名
人を講師に招き、大根
の収穫、洗い、編み込
み、吊るし、いぶし、
漬け込みまで、一連の
作業を体験しました。
来年２月には試験も行
われ、合格者には修了
証書がおくられます。

地元農家が地域の味を伝授 （山内）

■おものがわイルミネーション点灯式（雄物川）

冬を彩る色鮮やかな明かり

　12月４日、雄物川中央公園で街路樹を彩る『おものが
わイルミネーション』の点灯式が行われました。
　雄物川地域づくり協議会と雄物川まちづくり協議会の
主催で昨年に引き続き２回目の開催。沼館保育園の３人
の園児がスイッチを押すと、青やピンクなど色鮮やかな
４色のＬＥＤ約16,000個が夕闇に浮かび上がりました。
点灯後は、荒天のためコミュニティセンターに移動し、
アカペラグループが歌を披露。豚汁や餅が振る舞われ、
子どもたちにはお菓子がプレゼントされました。

はや　ち   ね おおつぐない

教育委員会短信教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ　教育総務課 　22-2151　問合せ　教育総務課 　22-2151　問合せ　教育総務課 　22-2151●

■11月定例教育委員会の審議内容（11月22日）
◎横手市社会教育委員の委嘱について承認
◎平成22年度横手市一般会計補正予算に関する意見
　の申出について承認(教育委員会に関する事項)

11月

※詳細は市のホームページ（教育総務課のページ）に
　掲載しています。

information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行
　

　『償却資産』には、土地や家屋と同じように固定資産税
が課税されますので、忘れずに申告してください。

　

◆対 象 者　毎年１月１日現在の償却資産の所有者
◆申告資産　土地および家屋以外の有形固定資産で、所
　　　　　　得税法または法人税法の所得計算上、減価
　　　　　　償却の対象にできる資産
◆評価額の算出方法　
　　　　　　資産の取得時期、取得価格、および耐用年
　　　　　　数を基に取得後の経過年数に応ずる減価を
　　　　　　考慮して評価額（価格）を算出
◆免 税 点　課税標準額の合計が150万円未満の場合は
　　　　　　課税されません
◆提出期限　平成23年１月31日（月）
◆提 出 先　市財務部資産税課（横手庁舎内）または各地
　　　　　　域局地域振興課税務担当
◆問 合 せ　市財務部資産税課　32-2767　

税
申告
税
申告 償却資産の申告をお忘れなく！ 募

　集
募
　集

～横手市・厚木市友好都市25周年記念～
『写真展』展示写真を募集します！

　『償却資産』とは…
　会社や商店などを経営している方や駐車場やアパートを経
　営している方、農業を営む方がその事業のために用いる構
　築物・機械・器具・備品などをいいます。
　申告書の配布について
　○平成22年に事業用の申告をした方　　　
　　　　　資産税課から12月末頃までに郵送します。
　○農業を営む方　　　
　　　　　今回の市報と一緒に配付している『農業用償却資
　　　　　産申告書』をご使用ください。
　○新しく事業やアパート経営を始めた方など
　　　　　資産税課および各地域局地域振興課窓口に申告書
　　　　　を用意しています。また、市ホームページからも
　　　　　ダウンロードできます。

　

　今年は、横手市と厚木市が友好都市となって25年の節
目にあたります。これを記念して、雪まつり期間中（平
成23年２月）に、両市で『写真展』を開催します。
　みなさんの魅力あふれる一枚をお寄せください！
◆募集写真
　①横手市の魅力が伝わる写真 　　　厚木市に展示
　②厚木市を紹介する写真　　 　　　横手市に展示
　　（行事・四季の風景などを撮影したもの）
◆応募資格
　市内に在住・在勤・在学している方
◆応募規定
　①自作の作品で１人３点まで
　②組み写真は１点につき３枚まで
　③カラー、モノクロともに四つ切サイズ(ワイド可）に
　　プリントしたもの、または原版で応募する
　④被写体の肖像権は応募者が承諾を得ること　
　⑤応募作品は返品しません
　⑥応募多数の場合は、選考により決定します
　※肖像権等の責任は応募者に帰属し、市は一切の責任
　　を負いません。また、応募作品は無償で使用する場
　　合がありますのご了承ください。
◆応募方法
　各地域局地域振興課窓口備え付けの応募票に必要事項
　を記入し、作品の裏面にテープ(のり付け不可)で貼り、
　郵送または持参で応募してください。なお、応募票は
　市ホームページからもダウンロードできます。
◆募集期限
　平成23年１月25日（火）
◆応募先・問合せ
　〒013-8601 横手市条里一丁目１番64号
　横手市役所　総務企画部 市長公室
　シティプロモーション担当(本庁南庁舎内)　35-2189

　新春のあいさつと情報交換の場として
新春賀詞交歓会を開催します。
　市民のみなさんをはじめ、会社や事業
所、官公庁の方など、どなたでも参加で
きます。鏡開きや物産紹介など、にぎや
かに行いますのでぜひお越しください。
◆日　時　平成23年１月４日（火）午後３時30分～５時
◆場　所　平鹿生涯学習センター（浅舞公民館）
◆会　費　1,500円（軽食と飲み物付き）
※各地域局前から無料送迎バスを運行します。
　利用する方は12月24日(金)まで最寄りの地域局へ
　お知らせください。
◆問合せ　市総務企画部市長公室広報広聴担当
　　　　　（本庁南庁舎内）　35-2162

平成23年 横手市新春 
賀詞交歓会にご参加ください

厚木市/さくら祭り厚木市/さくら祭り横手市/かまくら横手市/かまくら

八木番楽（上）と東長野ささらの獅子舞（下）、早池峰・大償神楽（右）

冬を彩るイルミネーション（左）と点灯のスイッチを押す３人の園児（右）

ピアノとギターの弾き語りで８曲を熱唱した大野靖之さん
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ス
タ
ッ
フ

に
会
員
登
録
し
、
実
際
に
県
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
で
活
動
し
ま
す
。
横
手
市

や
横
手
や
き
そ
ば
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
観
光
物

　
産
課
　
３
２
‐
２
１
１
９

　
　
銀
河
系
宇
宙
ほ
ら
ふ
き
決
勝

　
　
大
会
の
出
場
者
募
集
！

　
今
回
で
19
回
目
を
迎
え
る
新
年
恒

例
の
ほ
ら
ふ
き
大
会
で
す
。
夢
の
あ

る
〝
ほ
ら
話
〟
や
笑
い
を
誘
う
〝
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〟
を
披
露
し
て
く
れ

る
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時
／
平
成
23
年
１
月
15
日（
土
）  

　
午
後
１
時
～
５
時

◆
場
所
／
雄
物
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー

◆
募
集
定
員
／
８
人
程
度

◆
応
募
期
限
／
12
月
21
日（
火
）

◆
問
合
せ
／
雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
　
２
２
‐
５
５
３
５

　
　
平
鹿
創
作
館
ま
つ
り

　
創
作
館
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
作
っ
た
、り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
や
お

菓
子
な
ど
の
食
品
と
、し
め
縄
や
し
め

飾
り
な
ど
の
民
芸
品
を
販
売
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
22
日（
水
）午
前
10
時

　
～
午
後
３
時

◆
場
所
／
平
鹿
農
家
高
齢
者
創
作
館

　（
醍
醐
郵
便
局
向
い
）

◆
問
合
せ
／
平
鹿
地
域
局
産
業
建
設

　
課
　
２
４
‐
１
１
１
８

　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　
キ
ャ
リ
ア
相
談

　
就
職
や
進
路
、
起
業
、
創
業
な
ど

の
個
別
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話
な
ど
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　
　
４
５
‐
３
９
９
０

　
　
秋
田
大
学
横
手
分
校
主
催
　

　
　『
カ
ラ
フ
ル
化
学
の
実
験
室
』 

　
色
や
光
に
関
す
る
化
学
反
応
の
実

験
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
事
前
申
込
み
が
必
要

◆
日
時
／
平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

◆
場
所
／
秋
田
ふ
る
さ
と
村
手
作
り

　
体
験
工
房

◆
講
師
／
秋
田
大
学
大
学
院
工
学
系

　
研
究
科
・
井
上
幸
彦
講
師

◆
定
員
／
20
人
※
参
加
費
無
料

◆
対
象
／
中
学
生

◆
申
込
み
／
秋
田
大
学
横
手
分
校

　
　
３
８
‐
８
３
０
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
福
祉
・
介
護
分
野
キ
ャ
リ
ア

　
　
ア
ッ
プ
研
修
会 

◆
日
時
／
平
成
23
年
１
月
８
日（
土
）・

　
９
日（
日
）、
午
前
10
時
～
午
後
４

　
30
分
※
８
日
は
９
時
30
分
か
ら
受
付

◆
場
所
／
県
立
衛
生
看
護
学
院

◆
内
容
／
福
祉
制
度
講
義
、
介
護
技

　
術
演
習
、
再
就
職
相
談
な
ど

◆
定
員
／
40
人
※
受
講
料
無
料

◆
対
象
／
介
護
福
祉
士
お
よ
び
ホ
ー

　
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
有
資
格
者
で
、

　
現
在
就
労
し
て
い
な
い
方
。
２
日

　
間
の
研
修
を
受
講
で
き
る
方
。

◆
申
込
期
限
／
12
月
30
日（
木
）

◆
申
込
み
／
秋
田
県
介
護
福
祉
会
　

　
　
０
９
０
‐
２
２
７
２
‐
５
０
０
２

　
　
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
講
習
会
で
す
。
　

【
技
能
検
定（
建
築
大
工
２
級
）学
科
試

験
準
備
講
習
】

◆
期
日
／
平
成
23
年
１
月
24
日（
月
）・

　
25
日（
火
）、
定
員
10
人

【
技
能
検
定（
建
築
大
工
１
級
）学
科
試

験
準
備
講
習
】

◆
期
日
／
平
成
23
年
１
月
27
日（
木
）・

　
28
日（
金
）、
定
員
10
人

◆
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　
　
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
研
修

◆
日
時
／
平
成
23
年
１
月
27
日（
木
）・

　
28
日（
金
）、
午
前
10
時
～
午
後
４

　
時

◆
場
所
／
秋
田
県
自
治
研
修
所（
潟
上

　
市
天
王
）

◆
内
容
／
農
業
簿
記
ソ
フ
ト
（
ソ
リ

　
マ
チ
Ｖ
ｅ
ｒ
７
）
の
基
本
操
作
か

　
ら
経
営
分
析
ま
で

◆
定
員
／
20
人

◆
研
修
費
／
３
，０
０
０
円（
２
日
間
）

◆
申
込
み
／
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
８
５
‐
４
５
‐
３
１
１
３

　　
　
平
成
22
年
度
秋
田
県
市
町
村

　
　
職
員
共
済
組
合
職
員
採
用
試
験

　
職
務
内
容
は
県
内
の
市
町
村
等
職

員
の
医
療
給
付
・
年
金
・
福
祉
事
業

に
関
す
る
業
務
で
、
原
則
と
し
て
地

方
公
務
員
に
準
じ
た
待
遇
で
す
。

◆
試
験
区
分
／
初
級
一
般
事
務
・
１

　
名
程
度

◆
受
験
資
格
／
昭
和
60
年
４
月
２
日

　
～
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　
方
（
大
学
、
短
期
大
学
を
卒
業
し

　
た
方
、
卒
業
見
込
み
の
方
は
受
験

　
で
き
ま
せ
ん
）

◆
受
付
期
間
／
12
月
20
日（
月
）～
平

　
成
23
年
１
月
18
日（
火
）

◆
第
１
次
試
験
／
平
成
23
年
１
月
30

　
日（
日
）

◆
採
用
予
定
／
平
成
23
年
４
月
１
日

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
市
町
村
職
員
共

　
済
組
合

　
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
５
２
６
２

informationinformation

情 報報

催　
し

講　
座

講　
座

お
知

ら
せ

募　
集

講　
座

相　
談

　
　
自
衛
官（
特
別
職
国
家
公
務

　
　
員
）を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
種
目
／
予
備
自
衛
官
補（
一
般
、

　
技
能
）

◆
受
付
期
間
／
平
成
23
年
１
月
12
日

　（
水
）～
４
月
９
日（
土
）

◆
受
験
資
格
／【
一
般
】18
歳
以
上
34

　
歳
未
満【
技
能
】18
歳
以
上
、
技
能

　
に
応
じ
53
～
55
歳
未
満

◆
試
験
日
／
平
成
23
年
４
月
中
旬
～

　
下
旬

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　
所
　
３
２
‐
３
９
２
０

　
　
秋
田
で
働
く
医
師
を
募
集
し

　
　
て
い
ま
す

【
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
制
度
】

　
県
内
の
医
療
機
関
で
勤
務
を
希
望

す
る
医
師
に
対
し
、
就
職
先
を
斡
旋

し
ま
す
。

【
県
職
員
と
し
て
の
採
用
制
度
】

　
自
治
体
病
院
等
で
の
派
遣
勤
務
と

医
療
・
研
究
機
関
で
の
有
給
に
よ
る

研
修
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
制
度

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
問
合
せ
／
県
医
務
薬
事
課
医
師
確

　
保
対
策
室

　
　
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
４
１
０

　
　
新
卒
者
の
地
元
就
職
に
ご
協

　
　
力
を
！

　
横
手
管
内
の
来
春
高
卒
者
の
県
内

就
職
内
定
率
は
11
月
末
で
63
・
４
％

と
低
迷
し
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆

さ
ん
、
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
地

元
で
就
職
で
き
る
よ
う
に
採
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
新
卒
者
の
皆
さ
ん

に
は
学
卒
就
職
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
就
職
実
現
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト

を
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
こ
て

　
　
３
３
‐
１
１
６
５

　
　
秋
田
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

　
　
さ
れ
ま
し
た

　
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
、
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
は
、
平
成
22
年
11

月
３
日
か
ら
『
時
間
額
６
４
５
円
』

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
労
使
の
合
意

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
低
賃
金
額

以
上
を
支
払
わ
な
い
こ
と
は
、
最
低

賃
金
法
に
違
反
し
ま
す
。
詳
し
く
は

秋
田
労
働
局
賃
金
室
ま
た
は
労
働
基

準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
賃
金
室

　
　
０
１
８
‐
８
８
３
‐
４
２
６
６

　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決

　
　
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
「
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

と
違
う
」
「
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ

な
い
」
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
不

満
や
要
望
を
利
用
し
て
い
る
事
業
所

に
話
し
に
く
い
場
合
や
な
か
な
か
解

決
し
な
い
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
２
６

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募　
集

募　
集

お
知

ら
せ

～環境保全センター休業日～年末年始のお知らせ

～衛生センター休業日～

  休業日は集積所収集も休みになりますので、ご協力
をお願いします。
■営業日程
　12月29日（水）～31日（金）営業
　１月１日（土）～３日（月）休業
　    ４日（火）～通常どおり
■各地域の問合せ
　【横手・山内】東部環境保全センター　33-3996
　【増田・平鹿・十文字】南部環境保全センター　42-1403
　【雄物川・大森・大雄】西部環境保全センター　26-2108

　休業日は業者のし尿収集も休みとなります。収集に
ついてのお問い合わせは、各し尿収集業者までお願い
します。
■営業日程
　12月29日（水）・30日（木）営業
　    31日（金）～１月３日（月）休業
　    ４日（火）～通常どおり
■問合せ
　横手衛生センター　32-1974　
　雄物川衛生センター　22-5346

　☆メリークリスマス☆　市立横手病院主催
第17回白衣のクリスマスコンサート

　☆メリークリスマス☆　市立横手病院主催
第17回白衣のクリスマスコンサート

　☆メリークリスマス☆　市立横手病院主催
第17回白衣のクリスマスコンサート

　市立横手病院職員と入院されている方、家族の方で
クリスマスコンサートを開催します。来場した子ども
たちにはプレゼントがあります。

◆日　時／12月23日（木）午後３時～３時45分
◆場　所／市立横手病院　
◆内　容／☆ハンドベル演奏
　　　　　☆藤原英樹さんのバルーンアートショー
　　　　　☆合唱披露
◆問合せ／市立横手病院　32-5001

idobata  plazaidobata  plazaidobata  plaza
どばたプラザい

 
初心者対象『オカリナレッスン』
●開催日／毎月２回日曜日　●場所／サンサン横手　●
対象者／小学生～大人 ※詳しくはお問い合わせください 
●問合せ／日高見さん   090-4918-4674
 
ディンプルアート（ガラスの塗り絵）教室
●日時／12月21日(火)①午前９時30分～、②午後１時～
●場所／かまくら館 ●参加費／2,000円～（材料代、飲み物
等） ●定員／各回15人程度 ●問合せ／一戸さん 　25-3560
 

ひ た か み

いちのへ

「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載す
るコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容が
わかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せ
ください。ただし、１月15日号は12月24日が締め切りとなりますので、
あらかじめご了承ください。

  十文字で栽培されたシンビジュームを展示販売します。
家庭での観賞用やプレゼント用にいかがでしょうか。
【第１会場】JA秋田ふるさと十文字総合支店（道の駅十文字隣り）
◆期間／12月18日（土）～19日（日）、午前９時～午後５時
【第２会場】ホテルウェルネス横手路
◆期間／12月18日（土）～19日（日）、午前10時～午後５時
　　　　※両会場とも最終日は午後４時まで
◆問合せ／JA秋田ふるさと園芸果樹課   56-4108

シンビジューム展示即売会シンビジューム展示即売会

あ
っ 

せ
ん

募　
集

催　
し

講　
座

募　
集

お
知

ら
せ

相　
談
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地域からのお知らせ 情報～information～

今月の一冊

・１月８日（土）午前10時／平鹿、午前10時30分／十文字
・１月15日（土）午後２時／増田
・１月16日（日）午前10時30分／雄物川・大森
・１月23日（日）午前10時30分／横手

１月のおはなし会（会場：各図書館)１月のおはなし会（会場：各図書館)

　１月30日（日）まで、雄物川地区を中心に活動している
淑扇会による『古今和歌集』をテーマとしたかな文字作品
展です。書や和歌などの関連書も展示・貸出しています。

かな文字展開催中です（雄物川図書館）かな文字展開催中です（雄物川図書館）

　12月16日（木）～1月16日（日）の期間、十文字中学校第
43期生から寄贈された260冊の文庫本や漫画、絵本など
を展示・貸出します。

寄贈本を展示します（十文字図書館）寄贈本を展示します（十文字図書館）

　１月17日（月）～1月24日（月）、増田図書館
蔵書点検のため臨時休館となります蔵書点検のため臨時休館となります

最寄りの図書館で全ての館の蔵書を借りることができます。
○問合せ 雄物川(中央)図書館　22-2300または最寄りの図書館へ

　一人の少年が旅に出るところ
から物語は始まります。道しる
べどおりに進んできた楽しい旅
が、いつの間にかそうはいかな
くなってきて…。
　「わたしたちのまいにちはた
びのようなもの」とこの本には
書かれています。この言葉のように、少年が旅の中で経
験する様々な出来事と似たような場面が私たちの毎日の
中にもあるのではないでしょうか。子どもから大人まで、
日々旅を続ける全ての人に次の一歩を踏み出す勇気を与
えてくれる一冊です。　　　　　　　　　【平鹿図書館】

一般向け
・人はひとりで生きていけるか／小浜逸郎〔平〕
・宇宙飛行士の育て方／林公代〔森〕
・アスパラガスの生理生態と生産事例／農耕と園芸編集部〔横〕
・野菜がおいしいタジン鍋／牛尾理恵〔横・十〕
・トップ販売員のルール／成田直人〔雄〕
・37歳中卒東大生／ひろじぃ〔増〕

中学生・高校生向け
・家元探偵マスノくん-県立桜花高校★ぼっち部-／笹生陽子〔横〕
・生きようよ-死んじゃいけない人だから-／細谷亮太〔十〕

小学生向け
・和菓子の絵本-和菓子っておいしい！-／平野恵理子〔平〕
・くりあがりのあるたしざん／いしいたかこ〔雄〕

絵    本
・ゆずゆずきいろ／楠章子〔増〕
・クリスマスのきせき／高畠那生〔森〕

新着図書の紹介新着図書の紹介 〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

小中学生用スキー用品・制服リサイクル市
　スキー用品や制服などを無料でお譲りください。
【リサイクル用品受付】
●期間／12月25日(土)午前10時～午後３時、26日(日)午
前10時～正午 ●場所／横手武道館 ※25日の午後２時ま
では、平鹿地域局１階、大雄地域局１階、山内体育館、
あさくら館、オアシス館、ふるさと館、金沢公民館、さ
かえ館、旭ふれあい館でも受付します。●対象品／不要
のスキー用品全般（スキー板は160cm以下）、制服等（高校含）
【リサイクル市】
●日時／12月26日(日)午後１時～３時  ●場所／横手武
道館 ※１点数百円の経費をいただきます。  ●問合せ／
ＮＰＯ法人ゆめ希望 加藤さん 　090-2974-8537

書道研究耿禾会『耿墨展』
　公募展入賞作品などの書道作品、約100点を展示します。
●期間／12月24日(金)～27日(月)、午前９時～午後５時
30分 ※初日は午後１時から、最終日は午後３時30分まで 
●場所／かまくら館　●入場料／無料　●問合せ／下田
さん 　42-1215

『月例リンパケアお試し会』(フットケア、ハンドケア）
●日時／12月25日(土)・１月22日(土)、午後１時～４時 
●場所／ふるさと館 ●参加費／500円 ※毎月第４土曜日
開催予定、各回の会場など詳しくはお問い合わせください 
●問合せ／大久保さん 　090-7325-0212

南の館　月例市民将棋大会
●日時／１月２日(日)午前10時～ ●場所／レストラン松美
（十文字南の街マルシメ隣り） ●参加費／1,200円（昼食付） 
●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720

歌の好きな人集まれ　～思いっきり歌声喫茶～
●日時／１月６日(木)午後７時開演 ●場所／煉瓦屋（寿
町） ●参加費／1,000円（軽食付）●予定曲／夜明けのう
たなど20曲以上 ●問合せ／煉瓦屋 　33-2811

ＮＰＯ法人よこてスポーツクラブスキー教室
【ジュニアスキー教室】
●期間／１月８日(土)～９日(日)、午前９時30分～正午
●場所／横手公園スキー場 ●対象／小中学生 ●参加費
／１日あたり500円（保険料込) ●定員／40人 ●講師／横
手スキー連盟 ●申込期限／１月５日(水) 
【スキー教室（毎週木曜日：計７回開催）】
●期間／１月13日(木)～２月24日(木)、午前10時～正午
●場所／横手公園スキー場 ●対象／一般男女 ●参加費
／よこてスポーツクラブ入会金1,500円、教室参加１回に
つき300円 ●申込期限／１月７日(金) ●申込み／ＮＰＯ
法人よこてスポーツクラブ（横手体育館内） 　33-2102

図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより

ほしをめざしてほしをめざして
ピーター・レイノルズ　文・絵ほか／岩崎書店ピーター・レイノルズ　文・絵ほか／岩崎書店

こうぼくこう　か

　喫茶コーナーは、障がい者の就労支援の一環として活用さ
れます。みんなが『ゆったりくつろげる空間』にふさわしい
愛称をお寄せください。
◆期　　間／12月15日(水)～１月10日(月)
◆資　　格／どなたでも応募できます
◆応募方法／①愛称（ふりがな） ②愛称の説明 ③住所 ④氏名
            ⑤年齢 ⑥性別 ⑦電話番号を記入の上、郵送、
            ファクス、電子メールのいずれかの方法でご応
            募ください
◆問 合 せ／就労支援センター『グリーン』
 （応募先） 〒013-0015　横手市羽黒町３-７
　　　　  　　36-6171 　35-5672 　green＠kohseikai.com

駅前公共公益棟
〝Ｙ ぷらざ〟
駅前公共公益棟
〝Ｙ ぷらざ〟
駅前公共公益棟
〝Ｙ ぷらざ〟２２２ 喫茶コーナー愛称募集！喫茶コーナー愛称募集！喫茶コーナー愛称募集！

【増田地域】　　
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日 12月15・22日（水）
　診療時間 14：00～15：30

【雄物川地域】　
えがおの丘診療所
　診 療 日 12月22日（水）
　診療時間 14：30～15：30
大沢診療所
　診 療 日 12月27日（月）
　診療時間 13：30～14：30

横手図書館　 12月15・22・29～31日、
　　　　　　 1月1～5日
増田図書館　 12月20・27・29～31日、
　　　　　　 1月1～4日
平鹿図書館　 12月21・28～31日、
　　　　　　 1月1～4日
雄物川図書館 12月15・22・29～31日、
　　　　　　 1月1～5日
大森図書館　 12月21・28～31日、
　　　　　　 1月1～4日
十文字図書館 12月15・22・29～31日、
　　　　　　 1月1～5日
山内図書館　 12月18・19・23・25・26・
　　　　　　 29～31日、1月1～3日
大雄図書館　 12月16・19・20・23・27・
　　　　　　 29～31日、1月1～3日
雄物川資料館 12月20・24・27・29～31日
ゆっぷる　　 12月15日

ゆとり館　　　　12月21・28・31日、
　　　　　　　　1月1日
えがおの丘　　　12月20・27日
（※31日は午後5時で営業終了）
大森健康温泉　　12月20・27・30・31日、
　　　　　　　　1月1～3日
ゆとりおん大雄　12月16日
南部シルバーエリア 12月20・27・31日、
　　　　　　　　1月1・3日
（※プールは12月20日～1月3日）
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　12月20・27・31日、
　　　　　　　　1月1～3日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　 12月15・22・23・29～31日、
             1月1～3日
　西・南部　12月18・19・23・25・26・
           29～31日、1月1～3日

お出かけ前にご確認くださいお出かけ前にご確認ください

診 療所療所
ご確認くださいご確認ください

休 館日館日



総数　100,956人（-35） ／ 34,286世帯（+4）
　男　 47,992人（ -9）
　女　 52,964人（-26）

横手市の人口横手市の人口

〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※11月末現在（前月末比）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

19日（日）「ドラえもん 新・のび太の宇宙開拓史」【102分】
26日（日）「ドラゴンボールＺ　復活のフュージョン！！
　　　　　悟空とベジータ」　　　　 　　　　 【50分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880
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【無料相談】  行 … 行政   税 … 税務（10：00～12：00／13：00～15：00）
      法 … 法律（要予約）    心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】 当 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

      児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口 32-2111（内線8529）
 ・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心法
税

急
児

12/15　1/512/15　1/5

行

　市消防本部では、年末
年始の期間中に、今年の
出動件数分のイルミネー
ションを職員の協賛で点
灯します。11月30日時点
の出動件数は火災29件、
救助36件、救急3,404件。
特に、救急件数が増加傾向にあり、年末までの
総出動件数は約3,700件が見込まれる状況です。
◆時　間／17：30～21：30
◆場　所／市役所本庁北庁舎３階ベランダ
◆問合せ／市消防本部 　32-1111
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比叡山神社大松明
■１月１日（土）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　『筏の大杉』で知られる比
叡山神社で大松明の祭典が
行われます。麻殻を組み上
げた長さ５㍍の大松明を２
本立て、その燃え具合で１
年の吉凶を占います。その
後、まわし姿の若者による
奉納相撲も行われます。
◆時　間／0：00～

◆場　所／比叡山神社境内（山内地域筏地区）
◆問合せ／筏大松明保存会 伊藤さん 　53-2359
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ピックアップ

『安全・安心の灯』

イルミネーション点灯
■12月25日（土）～１月８日（土）

天皇誕生日

【あかりフェスタ（よこてイーストにぎわい広場）】 
 期 間／12月31日（金）まで開催中、17：00～翌日6：00

【おものがわイルミネーション（雄物川中央公園）】 
 期 間／１月10日（月）まで開催中、16：00～23：00

     ※12/24、25、31は翌日2：00まで点灯

【槻の木光のファンタジー（浅舞感恩講保育園前）】
 期 間／12月18日（土）～１月９日（日）、17：00～22：00

     ※12/24、31は翌日2：00まで点灯

 点灯式／12月18日（土）17：00～、市平鹿庁舎前駐車場

【けやき並木のイルミネーション（市大森庁舎前）】 
 期 間／12月18日（土）～１月10日（月）、17：00～23：00

     ※12/24、31は24：00まで点灯

 点灯式／12月18日（土）17：00～、市大森庁舎前

　　～ イルミネーション情報 ～

 法 市役所南庁舎 13：00～15：00、市総務課 35-2161

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

 心 社協・横手福祉センター（四日町）

 心 増田地区多目的研修センター

 法 大森コミュニティセンター

    10：00～12：00、社協・大森福祉センター 26-3274

 心 十文字町幸福会館

イルミネーション情報 本ページ右をご覧ください

ウオーキングデー 9：00～、かまくら館サンルーム集合

 急 市立横手病院 32-5001

 児 平鹿総合病院（岡田医師） 32-5124

 行 雄物川保健センター 10：00～12：00

 法 増田地区多目的研修センター

    10：00～12：00、社協・増田福祉センター 45-4848

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

平鹿創作館まつり 10：00～、詳しくは12ページ

 心 雄物川コミュニティセンター

 急 桃雲堂高橋医院（増田） 45-2363

 行 横手地域局１階総合案内 13：00～15：00

 法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

    10：00～12：00、社協・山内福祉センター 53-3009

 心 社協・大雄福祉センター

 急 雄物川クリニック（雄物川） 22-5511

 児 平鹿総合病院（岡田医師） 32-5124

 心 大森コミュニティセンター

比叡山神社大松明

『安全・安心の灯』イルミネーション点灯

平成23年 横手市新春賀詞交歓会 詳しくは10ページ

 法 相談予約受付開始（1/19分） 市総務課 35-2161

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

 法 社協・横手福祉センター（四日町） 10：00～12：00／

   13：00～15：00、社協・横手福祉センター 33-8668

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

4 火

5 水

2 日

3 月

1 土

22 水

23 木

16 木

19 日

17 金

18 土

28 火

26 日

27 月

24

15 水

火

20 月

21

29 水

30 木

31 金

金

25 土

　　 年始の休日救急当番医のお知らせ
１日（土）～３日（月） 急 市立大森病院 26-2141

※年末は実施していませんのでご注意ください。

【日曜夜間小児救急外来】

２日（日） 児 平鹿総合病院 32-5124
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